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Una reunión familiar siempre trae 
sorpresas, pero ni Liv ni el resto de 
la familia Madoc podrían imaginar lo que 
les espera en Perfeddion, la enigmática 
casa a las afueras donde se ha mudado el 
tío Guido y en la que los ha convocado para 
presentarles a su misteriosa nueva novia.

Las sombras que acechan en los pasillos 
de la casa y los perturbadores ruidos en 
sus alrededores no son meros fenómenos 
paranormales, sino algo mucho más 
oscuro de lo que la familia está 
preparada para enfrentarse. 

Y es que ellos no lo saben, pero Perfeddion 
tiene una regla: NO HUIRÁS SIN ELLOS.
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DANI BERMÚDEZFIDEL DE TOVAR

Uno de los mayores miedos de 
un escritor llega justo ahora, 
cuando estás leyendo el resul-
tado de meses de trabajo. 

Cuando escribo lo hago pre-
cisamente para ti que lees 
esto. ¿Te gustará? ¿No te 
gustará? Es algo que siempre 

tienes entre las manos a uno 
de nuestros hijos y uno desea 
que le acepten en el mundo 
y consiga una familia que le 
cuide y le apoye cuando ya no 
estemos a su lado.
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Dibujando esta historia me 
he dado cuenta que mi mayor 
temor es perder el pulso, y con 
él, la habilidad de dibujar y no 
poder plasmar las historias que 
creamos Fidel y yo. 

Intento vivir el presente apro-
vechando al máximo que aún 
puedo valerme por mí mismo. 
Pero esa sombra se alarga día 
a día, murmurando que mis 
manos podrían fallar y que eso 
afectaría a mis viñetas. Cada 
vez que dibujo, ese monstruo 
silencioso me recuerda la fragi-
lidad de mi arte.

DANI BERMÚDEZ
- DIBUJANTE -
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フィデル・デ・トバル

－原作者－

ダニ・ベルムデス

－漫画家－

作家にとって最大の恐怖の一つが、
今、訪れている。数ヶ月にわたる執筆
の成果を、君が読んでくれているこの
瞬間に。

私は原作を練る。それは読んでくれ
る君のため。気に入ってくれるのか？
そうでないのか？いつも自問しながら
書いている。結局のところ、君は、
私たちの子供の一人を手にしている
ようなもの。そして親は、わが子が
この世に受け入れられ、自分たちが
そばにいなくなった後も大切にしてく
れる家族を見つけ、支えられるよう
願うのである。
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家族の集まりにはいつも驚きがつきものだが、
リヴもマドック家の他の者たちも、パーフェディオン
で待ち受けていた事態を予想だにしていなかった。
そこは叔父のギドが引っ越した郊外の不思議な家。
彼は家族を招集し、謎めいた新しい恋人を紹介
しようとしていた。

家の廊下に潜む影や、その周辺で聞こえる不気味な
物音は、単なる超常現象ではない。家族が想像し、
立ち向かおうとしたものよりも、はるかに暗い何か
だった…。

彼らは気づいていないが、パーフェディオンにはひと
つのルールがある。“それ ” なしでは逃げられない、
ということ。

プラネータ・マンガ

この物語を描きながら、私は最大の
恐怖に気づいてしまった。それは、
筆を執る力を失い、それとともに、
フィデルと私が創り出す物語を描き
出せなくなること。

私はいまだ、何とか自分で身の回り
のことができるという事実を拠り所
に、今を生きようとしている。でも、
あの影は日に日に長くなって、その
うち手は衰え漫画に影響を及ぼすか
もしれないよ、と耳元で囁くのだ。
絵を描くたび、あの沈黙の化け物に
自分の芸術の脆さを思い知らされて
いる。



DANI BERMÚDEZFIDEL DE TOVAR

Cómic
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c a p i u l o  1
Ella está en camino
c a pc a pc a p iic a pc a pc a p ii

‘

T

Aquel que busca la verdad
debe de estar dispuesto a aceptarla

cuando la encuentre.

Hermes Trismegisto
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真実を求める者は、見つけた時にそれ
を受け入れる覚悟を
持たねばならない。

ヘルメス・トリスメギストス

第1章

彼女はもうすぐ着くよ



¡pam!

¡groar!

¡piUng,
piUng!

¡groaaar!

¡pam!¡pam!

casa 
nueva y

la primera 
pareja que 
nos pre-

senta.

¡tene-
mos que 
apoyar a 
guido!

sí, sí, 
pero el 

martes nos 
vamos a prime-
ra hora, que 
tengo tra-
bajo pen-

diente.

¡pues te 
guardas

tu opinión 
para ti!

yo solo 
digo que

también hay 
“verde” más 
cerca de la 

ciudad.

a sus 
pacientes 

seguro que 
les va bien 
todo este 

verde.

a mí me 
encanta.

aquí es fácil 
conectar 
con la na-
turaleza.

¡tu 
hermano 
se ha ido 
a vivir al 
culo del 
mundo,
mary!
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なあ、メアリー、
君の弟は
ずいぶんと
辺ぴなところに
引っ越したんだな。

キー！キー！ キー！
キー！

私は
気に入ったわ。
ここならすぐに
自然と触れ
合えるもの。

彼の患者さん
たちにも、

きっとこの緑が
良い効果を
もたらすわ。

ギドを
サポート
しなきゃ！

新居だし、
初めて
お披露目
してくれる
彼女だし。

わかってるって。
でも火曜の
朝早く、
俺たちは

引き上げるぞ。
大事な仕事が
あるからな。

僕が
言いたいのは、
もっと街の近い
ところにも“緑”は
あるだろうって

こと。

あのさあ、
自分の
意見は

しまっといて
よね。

ガオー！ガオー！

キー
！

キー
！

キー、キー！

ガオー
！



ahí
tienes tu
mochila. 
baja del 
coche,

Liv.

solo es 
un libro. y 

te ha pedido 
perdón. dé-

jalo es-
tar.

¡¡siem-
pre se 

sale con 
la suya, 
el puto

¡con 
pedir

perdón 
no se 

¡liv, esa 

hermano lo 
ha hecho 
sin que-

rer.

pero me 
ha roto 
mi libro 

favorito.

¡siempre 
igual,
o�o!

¡¿es 
que eres 
imbécil?!

¡Me
has roto
el libro
por no
parar

lo
sien-
to...

¡¿pero 
qué ha-
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やだー、
何して

くれるのよ？！

騒いでばかり
いるから、

本が破けちゃった
じゃない！

オットー、
またじゃない！

ごめん
なさい…。

敷
居
に
い
る
誰
か

敷居にいる
誰か

敷居にいる
誰か

グッグッ

ピタ
ッ

ピタ
ッ

と他の短編と他の短編

あんたって、
ばかなんじゃ
ないの？！

リヴ、
言い過ぎだぞ！
わざとやった
んじゃないだろ。

でも私の
お気に入りの
本が破けたのよ。

見てよ！

たかが
本じゃない。
それに

謝ってるでしょ。
もういい
じゃない。

謝れば
何でも済む
わけじゃ
ないよ！

いっつも
こいつの
思うつぼ
じゃない、

このくそガキが！

リヴ、そこの
リュックを持って。

車から
降りるんだ。



pues va 
a ce�ar
la verja
quien yo
me sé.

ahora
cié�ala y 

piensa en tu 
actitud mien-
tras paseas 

hasta la 
casa.

¡maldito
niñato!

abre 
la ver-

ja.

no es 
justo...

he dicho 
que bajes 
del coche

ahora
mismo.

pero...
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ガチ
ャ

ガチ
ャ

ガラガ
ラ

ガラガ
ラ

バー
ン

ブルル

でも…。

今すぐ
車から降りろって
言ってるんだ。

くそったれ
ガキが！

柵を閉めるのは
さてどなた
ですかね、

知るもんですか。

今度は
柵を閉めなさい。

家まで
歩きながら
自分の取った
態度をじっくり
反省するんだな。

割りが
合わない…。

柵を
開けてくれ

ブルル～

パーフェディオンパーフェディオン



¡menudo
caso-
plón!

¡je, je!¡ja!

¡ja, ja!
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ヘイヘイ！ヘイヘイ！

ハッ、ハッ！
ハッ、ハッ！

ヨシ！ヨシ！

サワサワ

サワサワ

サワサワ

パーフェディオンパーフェディオン

すっごい
お屋敷じゃん！

バー
ン

ドサ
ッ
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